
令和７年度 中種子町立星原小学校 学校経営グランドデザイン

「子供一人一人を大事にする」とは、様々な背景や課題を抱える子供たちについて、どんな子供でも、一人一人が大切にされ、一人一人のよさを発揮できる
ような教育環境を整えると言うこと。子供たちが「学校は楽しい、学校に自分の居場所や活躍できる場所がある。」と言えること。

【 重点目標及び努力点 】

○ 特別支援教育の考えに基づいた指導 ○ 対話活動の充実(はっきり伝える) ○ 業務改善の目的の共通理解
○ 生活単元、自立活動、共同学習の充実 ○ 振り返る場の設定（学びを実感） 負担軽減、心身の健康→教育の質の向上
○ 組織で取り組む就学指導 ○ 家庭学習の工夫（授業との繋がり） ○ 学校評価を踏まえた業務改善の推進

○ チーム星原小での共通理解に基づく指導 ○ 運動する楽しさを実感する教科体育の充実 ○ 星原の魅力に触れる体験活動の実施
○ 教育相談、アンケートによる児童理解 ○ 睡眠をしっかりとるための生活リズム ○ 教育活動の情報発信

校訓 くふうする子 おもいやる子 がんばる子

学校教育目標 確かな学力を身に付け、思いやりとたくましさを備えた子供の育成

合言葉 ひとりでできる みんなともできる

・諸法規・法令
・県・地区・町の教育方針
・学習指導要領

【 学校経営の基本方針 】

☆ 子供一人一人を大事にする。 ☆子供が夢中になる学びを支援する。 ☆保護者・地域と効果的な連携を図る

特別支援教育の充実 自分からすすんで学ぶ子供の育成 子供と向き合う時間を確保する業務改善

発達支持的生徒指導の充実 健康教育の充実 地域と連携したキャリア教育の充実


